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得ているので報告する.

lB1561GICSF 使用中iこ間質性肺 炎を併発し

た glioblast()rTlaL二')1例
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最近悪性髄液癖をこ対 して G宣ニSFを併関 して強力な

化学療法を行う事が多 くなっている.GぺニSFは好中球

の数と機能を共に克進させ,感汲防御に有効である車は

良く知 られているが,副作用として観繊障害や炎症反応

の増悪が起こりうる.今回免疫化学放射線療法中の好中

球減少期に G司二SFを駿周 して,間質性肺炎を起こし

たと思われる症例を経験 したので報告する.

症例はL16歳女性しりgliohlastoma.陸揚摘出後.VcR.

ACNU,IFN肇 を涌いた免疫化学放射線療法を施行.

第33日目より好中球減少に対 して Gぺ二SF(ノイ トロジ

ン⑪)125-300絹 を連 日皮下あるいは静脈内に授与 し

ていた.第44日目に急激なチアノーゼを伴 う呼吸困難を

訴え,血液ガス分析では PO249.3mmH宮と低 02血

症,胸部 Ⅹ-P ではスリガラス様陰影をみとめ間質性肺

炎と診断された.ステロイ ドのパルス療法で症状は改善

したが,症例を提示すると共に G一一CSF と間質性肺炎

の関連性について考察する.

lB-57) 薬包を伴 う再発頭蓋咽頭腫に対するガ

ンてナ 仁 ノ治療
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2例の轟包を伴 う再発頭喜咽頭塵に対 し主として腰痛

の充繋性の部分のみを標的としてガソマナイフを健周 し,

著効を得たので報告する,

症例1;6歳男児.1988年 9札 3歳時に発症,捕

出術に挽 き 44Gyの照射が行われた,以降繰 り返す再

発をこ対 し3回の摘出術が行われた.1992年2月轟包内

ブレオマイシン投与の後,ガンマナイフを施行.襲撃性

部分を漂的とし腫壕境界部に 20Gyを与一えた. 1年後

L')MRIでは嚢包を含めた腫壕がほほ消失 した.

症例2;46歳男性.1988年 1月視力視野陣で発症.
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同年3月に第 三脳室内の充実性腫壕を被膜内全摘された.

そLJl練良好に経過 していたが.1992年 6月より頭痛が

年7月jjLンてナ仁)施行.充実性腫壕へ境界線量 20Gy.

褒竃への境界線盈 12Gyで治療を行った. 6か月後の

MRIでは予褒包を含む腰湯の著明な縮小が認められた.

1B一一5針 蕪胞を伴 -,た転移性脳腫鳩 に対 しての

ガンて十 仁 ノによる1治療経験
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発症 し当村受診 した.(T,MRIにて左前頭頭頂葉白質

に蕪胞性柄変を認め biopsy施行 したところ,肺癌の髄

転移 (SMALLCELLCARCINOMA＼との組織診断

を得た.新たな転移巣も発見され,また胸部写真にても

所見が得 られた事から,内科転科 し化学療法を施行され

麻痔,失語症出現 し,塵轟の再増大を認めた.当科入院

し,C1′ST に OMMAYA RESERVOIR を設置 し内

容の吸収を行ったところ運慶の大きさが 3cm 以下と

なったためガソマナイフの適応と考え,照射を行ったと

ころ腫壕は速やかに縮小 し神経症状 も消失 した.転移性

堪鷹癌に対するガソマナイフの歯周性は最近広 く知 られ

るところとなってきているがこのように藤胞性の魔癌をこ

対 してもその客筋を減ずる寮で治療の対称となること,

SMALLCELLCARCINOMA に対 しても非常に有効

であることを併せ報告する.

lB-59)転移 性 脳腫藤をこ対 する GammaKnife

radi()-surgery:201TLCL-SPECT に

よる検討
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【目的】転移性脳腫寝 汗1下 MB'r と略す)に対する

GammaKniferadiosurgery後の治療効果の判定,及

び再発の診断iこ対する 201TLCLISPECT の有用性を検

討 した.


